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会 長 挨 拶
副会長　納所　佳民

　皆さん、こんにちは。
　本日の例会は円田会長がお
休みですので、代理で副会長
の納所がスピーチをさせてい
ただきます。
　朝晩の涼しい日々が続いています。昼間
は夏本番までとはいきませんが、30度にな
るような気温となってきました。北部九州
に於いては、今年は梅雨入り宣言が未だ出
ていない模様です。昼間は気温が高くなり
ますので、皆様方に於かれましては熱中症
など気を付けていただければ幸いです。
　いよいよ、本年度も残すところ本日の例
会と19日、26日の3日となります。
　円田会長を始め執行部の皆さん方は、少
しホッとされているかと思いますが、最後
まで気を抜かずに頑張って行きましょう。
　さて、6月はロータリー親睦活動月間

（Rotary Fellowships Month）です。ロータ
リークラブは職種や年齢、様々な方々が集
まるグループです。そして、趣味や例会を
通じて「親睦」を分かち合うことができ、
友情を育む事ができます。
　ロータリーのホームページを見ますと、

「ロータリー親睦活動グループ」というサイ
トがあります。
　趣旨は『同じ関心や趣味、職業をもつ世
界中の仲間と楽しく交流できる方法、それ
が「ロータリー親睦活動グループ」。世界中

に会員がいるロータリーならではの国際交
流のチャンスです。』とあります。グループ
にはアマチュア無線、占星術、手品、乗馬、
競馬などなど100近くのグループがあり、国
際的な親睦、友情、奉仕を深める事ができ
ます。当然、ゴルフもあります。
　また、それぞれの活動に於いて、清掃や
医療的な活動を行い奉仕の精神を発揮され
ているグループもある様です。（詳しくは
ロータリーの友2024年6月号をご参照くださ
い）
　「ロータリー親睦活動グループ」に類似し
た活動では、当クラブに於いては、毎月開
催されるゴルフコンペ「朗遊会」、そして役
員交代式で開催される記念囲碁・将棋大会、
記念健康麻雀大会などがあります。
　親睦を図る公式的な行事としては、6月末
に開催される役員交代式、9月の観月例会、
11月の新会員歓迎懇親会、12月は忘年家族
会、年が明けて1月の長寿祈願祭、そして3
月の観桜例会があります。
　特に本年度の1月には、台南RCの創立70
周年記念式典に会長をはじめ会員の皆様と
訪れることが出来ました。当クラブと姉妹
締結をして53年の長きにわたるお付き合い
です。
　また、6月2日に開催された佐世保市の空
き缶回収キャンペーンもクラブの会員が参
加し、クラブ奉仕の一環と言えると思いま
す。
　様々な一年の活動を通じて、皆様と親睦
を分かち合い、友情を育み、次年度へ引き

《本　　日》会員数 73名（出席規定免除 22名）・出席 45名・欠席 28名・（内免除者欠席 10名）・ビジター　　ゲ ス ト
1
0 名・出席率 61.64 ％

《 5月29日》会員数 73名（出席規定免除 21名）・出席 40名・欠席 33名・（内免除者欠席 13名）・メークアップ 1 名・修正出席率 68.33 ％
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継ぎたいと考えます。
最後になりますが、私の好きな言葉があり
ます。
　それは「出席といふ美しき友愛を」とい
う言葉です。
　これは当クラブの第16代会長でいらっ
しゃる　犬塚　赫夫（S40-41年）さんが作
られたそうです。以前の例会場の玉屋さん
では会場に毎回、掲示してありました。

　ロータリーの中
でも毎週の例会に
出席をすることは
非常に大事です。
　毎週の例会で皆
様とお会いできる
こ と に 感 謝 を し
て、皆様と今後も
友愛を育みたいと
思います。

　以上を持ちまして、会長の代理の挨拶と
させていただきます。
　有難うございました。

例 会 記 録
◯ロータリーソング「R-O-T-A-R-Y」
◯ビジター
　佐世保東南RC　2024〜25年度
　社会奉仕委員会 委員長 髙比良耕一 さん

幹 事 報 告
幹事　大神　吉史

1.ガバナーエレクト	 石坂　和彦 さん
　次年度公式訪問時のタイムスケジュール
について
　クラブ協議会／8月28日㈬　12：30〜
　公式訪問日／2024年9月4日㈬
　会長・幹事・会長エレクトとの懇談会／
　11：30〜12：15
　例会／12：30〜13：30
　ロータリアンと語る会／13：30〜14：00 

委員会報告
■地区ロータリーファミリー委員会
	 委員長　福田　金吾
　6月8、9日にかけて、2023-
2024年度RYLA国立諫早青少
年自然の家にて開催され、地
区ロータリーファミリー委員
および1日目の運営支援とし
て参加してまいりましたのでご報告いたし
ます。
　今年度より、RYLAはホストクラブ制か
ら地区のRYLA委員会の担当開催に生まれ
変わりました。
　RYLAとはRotary Youth Leadership Awards
の略で、日本ではロータリー青少年指導育
成プログラムと訳され、セミナーや泊まり
込みでの共同生活等を通じて、次世代を担
う青少年のリーダーシップや人間性を高め
ることを目的としています。
　今年は19から28歳の17名が受講し、3人
の講師によるセミナー、沢登り、火おこし
やバーベキュー、レクリエーションといっ
た充実したプログラムとなりました。中で
も、セミナーの講師のお一人ですが創成館
高校の奥田理事長のセミナーを拝聴するこ
とができました。
　特に印象に残ったキーワードは、奥田理
事長も諫早RCに所属するロータリアンであ
り、学校経営や何かを決断する際には、四
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つのテストの『真実かどうか』を常に念頭
において考えているということでした。破
綻寸前だった高校を再生するプロセスにお
いて、様々な苦労をされた礎の一つとして
ロータリーの理念があったのだと感じまし
た。
　また、受講された17名も最初の自己紹介
から1人ひと笑いをとったり、しっかりとし
た話しぶりを目の当たりにし、RYLAに参
加する若者のレベルの高さに感心しました。
　都合により最後まで見届けることはでき
ませんでしたが、受講生にとって今後の人
生の大きな糧になる素晴らしいプログラム
であったと確信いたしました。企画・運営
されたRYLA委員会の皆さまには心より感
謝申し上げます。

朗遊会報告
　古賀　久貴

　6月8日㈯に佐世保カントリ
ークラブで行われました。優
勝は山口健二さんです。
　次年度朗遊会幹事は出端隆
治さんとなります。
　次年度幹事として、組織図に修正がある
ので、確定次第ご報告します。
　会員名簿デジタル化に伴い、カラー写真
の確認をお願いします。

囲碁・将棋同好会
　筒井　和彦

「役員交代式記念　囲碁・将棋大会」のご報告
　先週の6月7日㈮に本年度の

「役員交代式記念　囲碁・将
棋大会」を開催いたしました。
当日は7名の方にご参加いた
だき、競技を行うとともに、
お料理・お酒を楽しみました。
　成績は交代式にてご報告いたします。

慶　　　　祝
	 親睦活動委員会　稲木　　聡
○誕生記念月のお祝い
　池田　　豊 さん（ 8日）
　田村　和大 さん（18日）
　松本　祐明 さん（23日）
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ニコニコボックス
親睦活動委員会　長島正太郎 

納所　佳民 副会長、大神　吉史 幹事
出端　隆治 副幹事、草津　栄良 さん
　佐世保東南RC社会奉仕委員長髙比良耕一
さんのご来訪を歓迎してニコニコいたしま
す。

東南RC　髙比良耕一 さん
　いつもお世話になっております。佐世保
東南RCの髙比良です。
　久し振りの佐世保RC様メークアップ、楽
しみにしてました。
　私事ですが、次年度地区の社会奉仕委員
長をさせて頂く事になりましたので、お見
知り置きください。

納所　佳民 さん、古賀　　巖 さん
　副会長の納所です。本日は今朝方の西日
本新聞に掲載された記事のご紹介をさせて
いただきます。
　先日、6月4日に佐世保市の宮島市長へ表
敬訪問をいたしました。
　本年度より私が佐世保JAZZ実行委員会の
委員長を仰せつかっております。
　佐世保市長への表敬は、8月25日、アル
カス佐世保に於いて開催される「佐世保
JAZZ 2024」のご案内をいたしました。当
日は、実行委員会メンバーでパスト会長の
古賀　巖さん、事務局の元会員の遠田公夫
さん、アルカスの理事長　永元太郎さん他
に委員会メンバーの方々と伺いました。今
年は昨年（第30回）からグラミー賞を3度受
賞された佐世保出身のパーカッショニスト　
小川慶太さんを始め、他に3グループが登場
します。小川慶太さんが厳選されたメンバー
です。
　また、今年からの試みで、小学生から中
高生の7人のメンバーで形成されたジュニア
アンサンブルも、オープニングアクトで演
奏されます。
　「JAZZの街　佐世保」と内外共に言われ

るように、若い演奏者を育てて、佐世保の
発展の一翼を担えればと思います。
　皆様方には今後とも、ご支援ご協力のほ
どお願い申し上げます。

円田　浩司 会長、納所　佳民 副会長
大神　吉史 幹事、出端　隆治 副幹事
草津　栄良 さん、中島　　顕 さん
米倉洋一郎 さん、稲木　　聡 さん
岩崎　正俊 さん、内海　暢邦 さん
橘髙　克和 さん、増本　一也 さん
永瀬　徳豊 さん、福田　金治 さん
長島　　正 さん、樫村　剛司 さん
山口　幸生 さん、境　　竜馬 さん
田中丸善保 さん、木村　公康 さん
古賀　　巖 さん、松本　祐明 さん
田村　和大 さん、池田　真秀 さん
大久保利博 さん、筒井　和彦 さん
大神　邦明 さん、福田　金吾 さん
芹野　隆英 さん、坂本　　敏 さん
安部　雅隆 さん、安福　竜介 さん
廣瀬　章博 さん、船越　　温 さん
梅村　良輔 さん、梅村尚一郎 さん
長野　哲也 さん、髙田　俊夫 さん
黒木　政純 さん
　本日卓話者の藤野啓介さんの卓話に期待
してニコニコします。

米倉洋一郎 さん、坂本　　敏 さん
　先日行われました朗遊会にて入賞しまし
たのでニコニコします。

池田　　豊 さん、田村　和大 さん
松本　祐明 さん
　6月の誕生月のお祝いをしていただきあり
がとうございます。

◇
ニコニコボックス	 本日合計	 52,000円
	 累　　計	 1,449,000円
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卓　　　　話
「銀行員を振り返って

〜入社38年目よもやま話〜」

　新会員　藤野　啓介 さん
（株式会社十八親和銀行　専務取締役）

　本日新人卓話をさせていた
だきます 十八親和銀行の藤野
です。
　本来であれば、金融・経済
の話などをすべきかもしれま
せんが、大先輩や同業者が多くいらっしゃ
る中ではボロが出てしまいますので、38年
間の銀行員経験の中から、小ネタ的なよも
やま話を交えつつ、私なりに学んだこと、
マネジメントにおいて心掛けていることな
どをお話しさせていただきたいと思います。
　入行して半年後、預金窓口デビューを果
たしましたが、締め上げの勘定が合わない

「違算の常習犯」で、営業終了後に支店のイ
ベントがある時などは予防的に「代打」を
送られ窓口を外されるという屈辱を味わい
ました。
　その後「ふてほど」ではないですが、エ
ンドレス残業、休日出勤当たり前の時代の
支店勤務を経た後、本部勤務16年間では、
金融庁検査の矢面に立つ経験等もしながら、
営業部門担当8年、管理部門担当8年と「攻め」
と「守り」の部署を半分ずつ、銀行員生活
全体でも営業現場と本部の在籍期間がちょ
うど半々です。ですから、銀行業務の中で
誇れるほどの専門分野はありませんが、推
進と管理、現場と本部両サイドの気持ちが
わかることが強みかもしれません。
　これに少し繋がりがあることですが、私
の座右の銘は『陰日向なく』です。
　本来は、「人が見ていようが見ていまいが
言動を変えない（お天道様はみているよ）」
という意味ですが、銀行での様々な経験を
積むうちに、私は勝手に「日の当たる華や
かな役割も、日の当たらない裏方の役割も、
任された時には全力でやる！」という解釈

を付け加えました。
　裏方になっても腐らず徹底的にやる、表
舞台に立ったときは裏で支えてくれている
人たちの分まで頑張るという姿勢は、日頃
の言動にも表れると思います。
　そしてこの“勝手解釈”は、管理職になっ
て以降、新たな部署に着任するたびに自分
を律する気持ちも込めてメンバーに共有し
てもらい、強いチームを作るための旗印に
しています。
　次に、ボランティアで得たことを少しお
話させてください。
　FFG（ふくおかフィナンシャルグループ）
は、東日本大震災の時、その年の6月から3
年半、延べ868名のボランティアを派遣し、
瓦礫処理などのお手伝いをさせていただき
ました。私は当時本部におりましたので2回
引率の役で行かせていただきました。
　1回目はまだ被災から間もない頃でした。
現地の方と打ち合わせをする中で「銀行の
方は営業ノルマとか大変なのでしょう？」
と聞かれたので、励ます意味もあって「毎
週日曜日の夕方からサザエさん症候群です
よ」と自虐ネタでお答えしたら、「私も営業
職でしたが、会社も自宅も被害を受けてい
て、今となっては藤野さんのような悩みが
羨ましいです」と言われた時には返す言葉
がありませんでした。仕事がきつい…忙し
くて自分の時間がない…といったことで悩
めることが実は恵まれている、当たり前の
事を有難いと思わなければと考えさせられ
ました。
　また、2回目は約1年後でした。1年間続け
て訪れていることを知った現地の方に「震
災直後は自粛で放映されていなかったバラ
エティ番組やお笑い番組を見ると、日本の
他の地域の人達はこれを見て笑っているの
だろうと取り残された気持ちになることが
あります。しかし、こうして1年経っても毎
月九州から来ていただいていると、忘れら
れていないと勇気ももらえます。」と言われ、
微力でも続けることが大切だと痛感しまし
た。
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クラブ会報・広報委員会 委 員 長：長野　哲也　　委　員： 岩崎　正俊・山口　幸生
副委員長：中川　知之　　 　　　　田村　和大・梅村尚一郎

（今週の担当：岩崎　正俊　カメラ担当：長野　哲也）

＊今後の例会予定＊ 
 6月19日	 クラブ協議会
　　26日	 クラブ協議会

＊西海学園高等学校インターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊長崎国際大学ローターアクトクラブ例会予定＊
未定

＊�西海学園IAC、長崎国際大学RACにご出席されますと、 
メークアップにもなりますのでご活用ください。

＊�RACへご出席される方はお食事の要・不要の確認をい
たしますので、事務局までお知らせください。

　今年も正月に能登半島で地震が起きまし
た。同じ時代、同じ日本に生まれて大変な
思いをされている方々に、我々は日常の当
たり前のことに感謝しつつ、その時だけで
なく少しずつでも出来ることを継続して届
けることが必要だと思い、お話させていた
だきました。
　結びに、私も佐世保に赴任して1年が経過
しました。皆様に温かく迎えていただき大
変居心地よく、暮らしやすい佐世保への愛
着は増すばかりです。お世辞ではなく大好
きであると同時に様々なポテンシャルを秘
めた佐世保・県北地域の発展・活性化に微
力ながらお役に立てるよう「陰日向なく」
頑張りますので、今後ともどうぞよろしく
お願いいたします。
　ご清聴ありがとうございました。


